【型枠工事業】
	職種：施工管理　　職務：施工管理

【概要】

・型枠工事について、顧客（元請、発注者）に対する受注活動、見積、積算・契約・請求等の営業関連業務をはじめ、場内・場外の加工場における型枠材料の事前加工に関わる作業管理。

・施工過程における出来映え、工程、原価、安全等施工管理全般を会社として統括する仕事である。

【仕事の内容】

・営業に関しては、自社の技術力、施工実績を把握し、型枠技術、型枠材料等の知識を活かし、顧客（元請、発注者）に対して見積、作業計画を提示しながら受注に向けた折衝活動を行う。

・施工管理に関しては、建造物の構造を理解して型枠技術・型枠材料等の知識を基に、基礎・柱・梁・壁・床板・開口部・階段等の部位を、躯体図等による顧客要求事項どおりに構築するための型枠施工全般を管理することが仕事の内容である。

・具体的には、まず営業活動として、顧客（元請、発注者）又は専門他職種業者からの情報収集活動、見積・積算、契約・請求処理等を行う。また、施工管理活動としては、型枠構法・工法や施工方法の検討・提案、品質・原価・工程・安全などの計画と管理、作業班の手配や顧客（元請、発注者）からの要請や周知事項の作業班への伝達指示等を現場の職長と連携して実施する。

【求められる知識・経験】

（１）営業活動を行うには、顧客（元請、発注者）と施工計画打合せをするための型枠作業の実務知識（単価、歩掛り、作業手順など）が必要である。そのため、施工管理技士や型枠技能士などの資格取得、一定の実務経験年数が要求されている。

（２）施工管理は、施工現場だけでなく場内・場外の加工場の管理及びそれに関わる移動・搬入・搬出等多岐にわたる。そのため、型枠に関する知識だけではなく、躯体図面を読み取り、構造力学の基礎理論等を熟知した上で、安全・工程・品質・原価等の管理手法の実践が求められる。

【関連する資格・検定等】

○職業能力開発促進法に基づく技能検定・型枠技能士（１級・２級）等

○労働安全衛生法上の資格
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【平成11年度改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　　０５　建築・土木・測量技術者    ０５１　建築技術者     ０５２　土木技術者

　　　　 ７６　建設躯体工事作業者　     ７６１　型枠大工
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